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◎
遠
い
﹃
記
憶
の
絵
﹄
︱
︱
森
茉
莉
の
想
い
出　
︽
鷹
︾
一
九
八
八
年
二
月
号
︵
一
九
八
八
年
二
月
五
日
︶
三
四
八

◎
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︹
増
補
版
︺︾
刊
行
︵
一
九
八
八
年
九
月
二
五
日
︑
筑
摩
書
房
刊
︶

☆
︿
人
生
﹀
愛
語
鈔
︱
︱
永
田
耕
衣
宛
書
簡　
︽
琴
座
︾
四
四
五
号
︵
一
九
八
九
年
二
月
一
日
︶207

☆
青
葉
台
つ
う
し
ん
︱
︱
永
田
耕
衣
宛
書
簡　
︽
琴
座
︾
四
四
五
号
︵
一
九
八
九
年
二
月
一
日
︶208

☆
耕
衣
句
集
﹃
人
生
﹄
十
七
句
撰　
︽
琴
座
︾
四
四
五
号
︵
一
九
八
九
年
二
月
一
日
︶209

☆
心
平
断
章
︱
︱
﹁
Ｈ
氏
賞
事
件
﹂
ほ
か　
︽
現
代
詩
読
本　

草
野
心
平
る
る
る
葬
送
︾︵
一
九
八
九
年
三
月
一
日
︑
思
潮
社
刊
︶211

☆
﹁
善
人
﹂
だ
っ
た
あ
な
た
へ　
︽
現
代
詩
手
帖
︾
一
九
八
九
年
三
月
号
︵
一
九
八
九
年
三
月
一
日
︶︿
弔
辞
﹀216

☆
﹁
ム
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
﹂　
︽
白
い
国
の
詩
︾
一
九
八
九
年
四
月
号
︵
一
九
八
九
年
四
月
一
日
︶︿
言
葉
の
泉
﹀218

☆
愛
語
鈔
︱
︱
永
田
耕
衣
宛
書
簡　
︽
琴
座
︾
四
四
七
号
︵
一
九
八
九
年
四
月
一
日
︶219

☆
篠
田
一
士
追
想　
︽
ユ
リ
イ
カ
︾
一
九
八
九
年
六
月
号
︵
一
九
八
九
年
六
月
一
日
︶︿
追
悼
＝
篠
田
一
士
﹀220

☆
姉
妹
︱
︱
が
ら
と
べ
ら　
︽
ア
ス
ベ
ス
ト
館
通
信
︾
一
〇
号
︵
一
九
八
九
年
七
月
三
一
日
︶224

　
︹
一
九
九
〇
年
代
︺

☆
日
記　

一
九
四
六
年　
︽
る
し
お
る
︾
五
号
︵
一
九
九
〇
年
一
月
三
一
日
︶231

☆
︹︿
花
嫁
﹀
を
迎
え
る
こ
と
は
︙
︙
︺　
︽
現
代
詩
文
庫
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平
出
隆
詩
集
︾︵
一
九
九
〇
年
五
月
二
五
日
︑
思
潮
社
刊
︶242

☆
日
記　

一
九
四
六
年　
︽
る
し
お
る
︾
六
号
︵
一
九
九
〇
年
五
月
三
一
日
︶236

☆ 

日
歴
︵
一
九
四
八
年
・
夏
暦
︶　

る
し
お
る
別
冊
︽
私
の
う
し
ろ
を
犬
が
歩
い
て
い
た
︱
︱
追
悼
・
吉
岡
実
︾︵
一
九
九
六
年
一
一
月
三
〇
日
︑
書
肆

山
田
刊
︶︿
吉
岡
実
遺
稿
﹀242

 

以
上
︑
全
︻
二
〇
八
↓
二
一
一
︼
篇　
　

編
者
あ
と
が
き

収
集
家
の
中
に
は
︑
リ
チ
ャ
ー
ド
が
つ
れ
づ
れ
に
活
字
を
組
ん
で
印
刷
し
た
未
発
表
の
詩
や
散
文
の
一
部
を
二
百
数
十
篇
集
め
た
者
が
︑

少
な
く
と
も
一
人
は
い
る
ら
し
い
︒
︱
︱
ジ
ョ
ン
・
ダ
ニ
ン
グ
著
︑
宮
脇
孝
雄
訳
︽
幻
の
特
装
本
︾︵
一
九
九
七
︑
早
川
書
房
刊
︶

　

吉
岡
実
が
一
九
九
〇
年
の
五
月
に
亡
く
な
っ
て
九
年
に
な
る
︒
そ
の
間
︑
一
九
九
六
年
に
︽
吉
岡
実
全
詩
集
︾
が
筑
摩
書
房
か
ら
刊
行

さ
れ
て
︑
未
刊
詩
篇
ま
で
手
軽
に
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
︒
一
方
︑
散
文
は
遺
稿
︿
日
歴
︵
一
九
四
八
年
・

夏
暦
︶﹀
が
同
年
に
発
見
さ
れ
て
追
悼
文
集
︽
私
の
う
し
ろ
を
犬
が
歩
い
て
い
た
︾
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
︑
未
刊
の
散
文
は
今
日
ま
で

一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
︒
残
念
な
こ
と
で
あ
る
︒

　

わ
た
し
は
︽
現
代
詩
手
帖
︾
一
九
九
五
年
二
月
号
︿
特
集
吉
岡
実
再
読
﹀
に
︿
吉
岡
実
未
刊
行
散
文
リ
ス
ト
﹀
を
発
表
し
た
が
︑
こ
れ

は
時
間
的
な
制
約
か
ら
十
分
な
調
査
結
果
と
は
言
い
が
た
く
︑
よ
り
詳
し
い
一
覧
を
作
成
す
る
機
会
を
切
望
し
て
い
た
︒
今
回
︑
未
刊
行

散
文
の
本
文
の
校
合
と
併
せ
て
︑
初
出
紙
誌
等
も
調
査
し
な
お
し
た
の
で
︑
前
掲
リ
ス
ト
の
不
備
を
補
え
た
︒
吉
岡
実
の
未
刊
行
散
文
の

ほ
と
ん
ど
は
本
書
に
収
録
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
︒﹁
収
集
家
﹂
と
し
て
の
肩
の
荷
が
降
り
た
気
が
す
る
︒

　

吉
岡
実
は
散
文
の
執
筆
依
頼
を
極
力
断
わ
っ
て
い
た
が
︑
そ
れ
で
も
勤
め
先
を
退
い
て
か
ら
は
相
当
量
の
原
稿
を
書
い
て
い
て
︑
主

な
も
の
は
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︹
増
補
版
︺︾
の
最
終
章
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
︒
さ
て
こ
こ
か
ら
先
は
憶
測
で
し
か
な
い
の
だ
が
︑

一
九
七
八
年
七
月
の
筑
摩
書
房
倒
産
と
そ
れ
に
伴
う
一
一
月
の
退
職
︑
一
九
八
〇
年
頃
の
体
調
不
良
を
機
に
︑
吉
岡
は
新
作
詩
篇
は
︽
夏

の
宴
︾︵
一
九
七
九
︶
と
し
て
︑
拾
遺
詩
篇
は
︽
ポ
ー
ル
・
ク
レ
ー
の
食
卓
︾︵
一
九
八
〇
︶
と
し
て
︑
ま
た
そ
れ
ま
で
未
刊
だ
っ
た
散
文
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は
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︾︵
一
九
八
〇
︶
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
で
︑
生
涯
の
決
算
と
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒
さ
い

わ
い
﹁
悪
質
の
病
気
で
は
な
く
﹂︵
自
筆
年
譜
︶︑
そ
れ
以
降
︑︽
薬
玉
︾
や
︽
土
方
巽
頌
︾
に
代
表
さ
れ
る
作
品
が
産
み
出
さ
れ
た
︒

　

近
年
︑
吉
岡
実
の
後
期
︑
す
な
わ
ち
一
九
八
〇
年
代
の
詩
は
そ
れ
ま
で
の
詩
に
も
増
し
て
難
解
だ
と
い
う
世
評
で
あ
る
︒
晩
年
の
吉
岡

が
書
物
を
筆
頭
に
ど
の
よ
う
な
文
物
を
受
容
し
た
か
︑
俳
句
の
撰
も
含
め
て
︑
こ
の
稀
有
の
詩
人
が
書
き
の
こ
し
た
散
文
か
ら
探
っ
て
い

く
こ
と
は
︑
吉
岡
実
詩
読
解
へ
の
手
掛
り
と
な
る
だ
ろ
う
︒
そ
の
散
文
は
晦
渋
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
か
ら
︑
本
書
が
読
者
に
純
粋
に
読

む
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
︒

　

書
名
の
︽
吉
岡
実
未
刊
行
散
文
集
︾
は
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︾
の
初
案
だ
っ
た
︽
散
文
集
︾
を
踏
ま
え
た
︒
参
照
の
た
め
に
本
文
中

と
初
出
一
覧
に
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︾
初
版
と
︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︹
増
補
版
︺︾
刊
行
の
項
を
立
て
た
が
︑
大
き
な
括
り
と
し
て
は

先
に
述
べ
た
理
由
︑す
な
わ
ち
一
九
八
〇
年
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
︑一
〇
年
ご
と
の
西
暦
を
採
用
し
た
︒
初
出
一
覧
に
は
前
掲
︽﹁
死
児
﹂

と
い
う
絵
︾
の
二
つ
の
版
︵
こ
れ
ら
の
初
出
紙
誌
等
も
調
査
し
た
︶
と
本
書
収
録
の
散
文
の
デ
ー
タ
を
発
表
順
に
掲
載
し
た
︒

　

読
者
は
本
書
︽
吉
岡
実
未
刊
行
散
文
集
︾
に
よ
っ
て
︑︽﹁
死
児
﹂
と
い
う
絵
︾︽
土
方
巽
頌
︾︽
う
ま
や
は
し
日
記
︾
と
併
せ
て
︑
吉
岡

実
の
散
文
世
界
を
渉
猟
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

吉
岡
実
生
誕
八
〇
周
年
の
一
九
九
九
年
四
月
一
五
日　

東
京
・
練
馬
に
て
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